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知識・技能の習得を目的としたアクティブ・ラーニング型授業の実践報告
芝中学校・高等学校　教諭　岡田憲治

１．はじめに

　ここ数年はアクティブ・ラーニング ( 以下，

AL)が教育業界の流行(？)のようで，それをテー

マにした書籍や講演会，研究発表などに多くふれ

るようになった。実際に数学の AL 型授業にチャ

レンジし，先進的な取り組みをしている先生方も

おられ，私自身，多くのことを学ばせていただい

ている。

　一方で，全国的に数学のＡＬ型授業の広まりは

まだまだのようである。木村他 (2015) における

教科主任を対象とした AL に関する実態調査に

よると，AL の視点に立った参加型授業の実施率

は，数学での実施率が英数国理社の中で最低の

26.0％(もっとも高い教科は国語の53.6%)であっ

た。さらに見てみると，教科全体として参加型

授業に取り組む目標を掲げている，または推進す

る取り組みをしている割合が他教科と比べて低い。

これについては様々な要因があると思うが，単に

「数学という教科で AL 型授業がどういうもので

あるかをイメージしにくく，従来の知識伝達型の

一斉指導形式で何か問題があるのか？」というこ

とがまず先にあるのではないだろうか。

　次期学習指導要領では「主体的・対話的で深い

学び」を実現することが我々教員に求められる。

それを実現するためには，諸先輩方が築き上げて

きた従来の一斉指導形式では実現できないという

わけではないと思われる。ただ，３つの学びがよ

り促進されるよう，生徒をアクティブにする“し

かけ”を考える必要があるのではないだろうか。

私は，そのしかけがある授業が AL 型授業である

と考えている。

　本稿では，生徒の主体的・対話的な学びが促進

されることをめざし，これまでの知識伝達型の指

導形式をベースにした AL 型授業をご紹介したい。

対象とする授業は，数学を活用・探求することに

焦点を当てた課題解決型の授業ではなく，数学の

授業の大部分を占める知識・技能の習得を目的と

した習得型の授業である。

２．授業例

　黒板の前で板書し，生徒がそれをノートに写し

進めるという方法は，生徒の理解度にあわせて説

明ができるというメリットがある一方，生徒が意

見を交換したり，自分の考えをまとめたりする時

間を取りづらい。そこで，私の授業では書き込み

式の教材を作成し，それをプロジェクターで写し

て説明するという形式を取っている。

＜黒板＞

①　導入　2 ～ 3 分

　それまでの授業との関連性と，その日に学ぶこ

ことを簡単に説明した後，その授業で何を身に付

けるか見通しを持たせるために，テキストに授業

の達成目標を書かせる。例えば，集合と命題の単

元を扱うときでは，「命題の真偽について根拠を

もって正しく判定できるようになる」「対偶証明法，

背理法を理解し，使えるようになる」など。

一番左にはその時間にやるべきことの To do リスト，真ん

中はプロジェクターで写したもの，右はメモや問題の解説

に使う。
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②　展開　40 分

　展開は次のような流れで進める。

　一人で予習 ( 個人 )　

　　→　仲間と確認 ( 協働 )

　　→　教員による説明　

　　→　問題演習 ( 個人＆協働 )

　

・一人で予習 ( 個人 )　5 ～ 7 分

　本来であれば，生徒たちに家でその日の学習内

容について予習をしてきてもらいたいが，彼らは

日々の生活が多忙で，予習をやらせることは現実

的にはなかなか厳しい ( 反転授業のように，動画

コンテンツなど準備があればまた別の話かもしれ

ない )。そこで，私は授業の最初の時間に少しで

あるが予習時間を設けている。内容を理解してほ

しいということはもちろん“とりあえず教えても

らう”から“とりあえず自分で考えてみる”とい

う意識の変化を促したいからである。

・仲間と確認 ( 協働 )　3 ～ 5 分

　ペア・グループになり，一人で予習した際の疑

問点や大切な点などを確認させる。生徒が自分で

理解したことを相手に伝えたり，また相手がわか

らないときに教えてあげることにより，自分の理

解度を改めて確認できる。

ペアで確認している様子

　ただし，「さあ，ペアになってやってみよう」

と言っても関係ないことを話し始めたり，仲間と

関係を築くのが苦手な生徒は話さずに終わってし

まうという場合もあるので，ペア・グループ活動

そのものに対する指導も必要だと思われる。話し

始めさせる前に，必ずジャンケンさせ，ジャンケ

ンに勝った人が「疑問点はありますか？」とか，

「僕は○○○が大事だと思いますが，君はどうで

すか？」と仲間に声をかけてから始めるようにし

ている。

・教員による説明　15 ～ 20 分

　浮かび上がった疑問点などがあれば，それを確

認した後，プロジェクターを用いて教員による説

明を始める。この段階では，その日学習すること

の予習がある程度済んでいる状況であるので，一

から丁寧に説明するのではなく，生徒がわかって

いる部分はさらっと説明し，わかりづらいところ

に焦点を当て丁寧に説明するようにしている。内

容の確認を終えたら，それに関連する例題を解説

する。

・問題演習 ( 個人＆協働 )　 10 ～ 15 分

　授業で解説した例題の類題が載ったプリント冊

子を生徒に解かせる。過去にはすぐにグループを

組ませてやらせたこともあったが，わからないこ

とがあるとまずは自分で考えるということはせず

に，すぐに仲間に頼ってしまう生徒が増えてし

まった。それでは生徒の主体的な学びに繋がらな

いと考え，机は黒板に向いたままで，まずは自分

一人で考えさせるようにしている。少し時間が経

過した後，教室の前に２つ後ろに１つ，計３箇

所に解答を置き，できた生徒から答を確認させ

る。また，このタイミングで，「仲間と相談したり，

できた生徒に教えてもらってもよい」と声がけを

する。

はやくできた生徒がまだできていない生徒に教えている

　また，実際には一人で課題に取り組みたい生徒

もいる。協働性を養うために，そのような生徒も
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グループで考えさせることも指導として考えられ

るが，数学を一人でもくもくと考える自由もあっ

てはよいのではないかと考え，私の授業では，一

人で考えてもよいとしている。

③　まとめ　5 分

　自分の学習活動を振り返って次につなげること

ができる主体的な学びを目指し，今日の授業で何

が大切だったのか，授業の最初に掲げた達成目標

は達成できたのかなどをテキストに 3 点以内で

書かせる。

＜振り返りの例＞

 

「必要条件・十分条件」の授業で生徒がまとめたポイント

３．実践の結果

　授業を受けた生徒 42 名を対象に，「書き込み

式教材について」「話しあい・教えあいについて」

「目標を最初に書き，最後にポイントをまとめる

ことについて」の 3 点についての意見をきいた。

実践の結果を測れているかどうかは疑問が残るが，

参考までに載せておく。

①　書き込み式教材について　( 数字は人数 )

②　話しあい・教えあいについて　( 数字は人数 )

③　目標，ポイントをまとめることについて　(数

字は人数 )

４．最後に

　本稿では知識・技能の習得を目的とした「習得

タイプ」のＡＬ型授業を紹介した。本実践では，

３つの学びのうち，主体的・対話的の部分を意識

して授業設計を行ったが，深い学びに繋がるかど

うかは課題が多く，大いに改良の余地があると思

われる。A Ｌ型授業についてご興味を持たれて

いる先生方のご参考になれば幸いである。
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○ノートをとらなくていい分，話をきく時間や問題を解き

質問する時間もふえて理解度があがる。

△教科書の方が安心する。

○先生にきけないことも友達だとききやすいから。

× 席によっては活用できないこともある。

○目的 ( 目指す所 ) が見えるのでやる気がでる。

○理解の進度が皆違うので，一人一人がポイントをまとめ

るのはとても効果があると思う。

× どんな感じに書けばよいのかわかりづらい。
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